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1.本書は国宝高松塚古墳壁画恒久保存対策の検討に伴う特別史跡高松塚古墳の発掘調査報告書である。
2.発掘調査は文化庁の委託を受けた奈良文化財枡究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部が、奈良県立橿原考古学研究
所、明日香村教育委員会の協力を得て、平成16年 10月 1日 から17年 3月 31日 まで共同調査を実施した。

3 本調査は飛鳥藤原第 137次調査に該当する。
4 発掘調査には、安田龍太郎・松村恵司・小池伸彦・小澤 毅・村上 隆 。内田和仲・箱崎和久・市 大樹・寃
和也・渡部圭一郎・加藤雅士・石田由紀子 。長谷川 透 (以上奈良文化財研究所 )、 豊岡卓之 (奈良県立橿

原考古学研究所 )、 相原嘉之 (明 日香村教育委員会)があたり、彦坂めぐみ (大阪市立大学大学院生 )、 松

森智彦 (富山大学大学院生)の協力を得た。また関連調査として、地質調査を奥田 尚 (奈良県立橿原考

古学研究所共同研究員 )、 墳丘の上質・地盤調査を三村 衛 (京都大学防災研究所 )、 石崎武志 (東京文化

財枡究所 )、 地震痕跡の調査を寒川 旭 (産業技術総合研究所)の諸氏に委嘱した。

5 本書の作成は、以下のように執筆分担 した。
I-1・ Ⅱ-1・ Ⅳ 松村恵司、 I-2相 原嘉之、 I-3竹 本 晃、 I-4豊 岡卓之、Ⅱ-2・ Ⅲ-4・ 5内田和
伸、Ⅱ-3渡部圭一郎、こ-4加藤雅士、コー5豊岡・松村、Ⅲ-1奥田 尚、Ⅲ-2三村 衛・石崎武志、
Ⅲ 3寒ナII旭 。

6 遺構写真の撮影は、井上直夫が担当し、岡田愛が協力した。
7.主体部の呼称については、国宝高松塚古墳壁画恒久保存対策検討会の方針に従い「石室」に統一した。
8.遺構図の座標値は、平面直角座標系第Ⅵ系 (世界測地系)に よる。高さは、東京湾平均海面を基準とす
る海抜高であらわす。

9,本書の編集は松村恵司がおこない、飯田真理子・木瀬智晴・戸根比呂子・彦坂めぐみ・渡部圭一郎の協
力を得た。
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